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●どんなことを知りたいと思って参加されましたか。 

 

・図書館に対して知的障害者はどんな配慮を求めているのか。どんな配慮，資料，知識が館員に必要か 

を学び，運営に生かしたいと思いました。（直接障害者から意見を聞くことは現場ではなかなかでき

ない） 

・知的障害者の（LL）ブックへの関心を持たせるための継続的な支援方法を知りたい 

・私の働く公共図書館にも，支援学校や施設の方が多く来館されます。そのためくふう等はとくに行っ

ておらず（もちろんたてもの自体はバリアフリーなのですが…），興味があり，参加いたしました 

・知的障害者へのサービス 

・知的障害のある方が利用したいと思える図書館は誰にでも優しい図書館になると思い大勢の方にきて

頂ける図書館のヒントを頂けるかしらと思いました。また知的障害のご様子，状況なども知りたいと

思います 

・知障害者向けサービスの実際 

・よりよい図書館づくりの一環 

・実際に現場で障害のある方と接する機会が多くあります。対応が適切かどうか迷う事もあり，情報を

いただければと思っています 

・障がいのある方の読書権の確認と読書バリアフリー法成立後の取りくみ 

・具体策がひとつでもふたつでも知りたかった 

・実践できそうなこと 

・文字を認識しづらい方への対応 

・知的障害の方に対して，どのような配慮をしているのか知りたいと思い参加しました 

・障害のある方でも図書館を利用できるようにするには何が必要なのかを知りたく参加しました 

・知的障害者の方が図書館を活用しやすくするにはどのようなことが必要か知りたかった為 

・公共図は知的障害者にどんな配慮ができるのか。どうしたら利用してもらえるのか 

・障害の有無に関わらず本を届けたいと考えており，そのきっかけをつかみたいと思ったため 

・知的障害のある人への配慮等その具体的事例 

・図書館でどんな取り組みが出来るのか？ 

・マイノリティを持っている方に対してどのようなサービスができるのか。また，どうやって PRをし，

来てもらうかという所に興味を持った 

・障害者サービスの強化 

・対応の事例や配慮など 

・実務的なことや課題を具体的に知りたい 

・公共の場である以上，ルールは守ってもらわなくてはならないと思っていて，配慮と公共物としての

性質の間でどのように考えればいいかと日頃思っているので，（走る・騒ぐへの対応しつつの配慮は

どういうことができるか？） 

・図書館現場において来館者として知的障害の方の利用があるため，これらの図書館に支援か体制が求

められると考えるため 


